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(1) a. He can speak English. 
b. John must/ought to/should meet him tomorrow. 
c. 1 will write to you soon. 
d. Y ou may go home now. 
(2) a. It can't be true. 
b. She left an hour ago. She must/ought to/should be at the office by now. 
c. Y ou'll be starving now after your long work. 







を表す Itcan be true.という文も英語として成り立ちそうである 1)。が、事実はそうなっていない。「それ
は本当のはずだJということを英語で言うためには切れを mustに換えて、Itmust be true.としなければ
ならない。このように、 canは肯定文で「はずだjを意味しないのである。 問題は肯定文で「はずだJを表
さない canが否定文では使えて、「はずがないjという意味になる点である((2a)参J1引。芸名靖は疑問文で








る (Leech1987: 82) 2)。







(4) The road can be blocked. 
(5) It is possible for the road to be blocked. (Leech 1987: 81) 
一見なんでもない書き苓えであるが、may，must， willの書:き替えと比較すると canの特異性が明らかと
なる。下の文の(7)，(9)， (1)が書き替え文である。
(6) 1 may be late coming home this evening. 
(7) It is possible that 1 will be late coming home this evening. 
(8) She must be sick. 
(9) It is certain that she is sick. 
(10) She won't be there. 
(1) It is probable that she is not there. 
It-that. . .の~にはいる形容諮の違いはさておき、それ以上に決定的な違いは、 (5)では命題として不定
詞構文をとり、 (7)，(9)， (1)ではみな命題として that節をとっている点である4h
また canはit-that...の~の部分に現れることができない点で、 mayや mustと異なる。
(12) 寸tcan be that our team will win this time. 
(13) It may/must be that our team will win this time. 
さらに canはうしろに完了形をもつことができない。
(14) ネBilcan have left yesterday. 






(16) Can it be that our team will win this time? 
(17) It can't be that our team will win this time. 
(18) Can't Bill have left yesterday? 









からである。しかし、慨は英語としては一般に容認されない針。。0) * He must not be a student. 
認識的用法のmustはモダ 1)ティーの一穂であり、(20)のnotはmustを否定することはできない。この
not は命題 [he is a student]を否定しているのであるへそうであるなら、側は仰のように書き替え可
能なはずであるが、書:き替えを行なった仰は(20)間接非文である。
ω) *It must be that he is not a student. 












は 1-であるに違いない(=-なはずだ)Jとなり、 canは 1-でないに違いない(口~なはずはない)Jと
なる。
1部では、 can'tに 1-なはずがない」という意味があるのであるから、 canにも 1-なはずだJという
意味があってもおかしくないという主旨のことを述べた。しかし、実際はそうなっておらず、下の仰のよ
うな文でもって「それは真実なはずだjという意味を表すことはできない。そういう意味を表現したいな
らば、闘ではなく、 Itmust be true.という文を用いなければならない九
(22) 寸tcan be true 
しかしここで、canをすぐ上で述べたように命題の否定性を確信する法助動誌であると仮定すると、制)の




(12) ネItcan be that our team will win this time. 
(1り Itcan't be that our team will win this time. 
認識用法のcanは命題の否定性を確信している(すなわち、命題が否定されていることを確信している)
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のであるから、 1守定命題 [ourteam will win this timeJを内に含んでいる(1創立必然的に不適格になる。
、(17)は下の仰のような意味をもっと考えることができる。そこでは命題が否定されており、命題の否
定性を締信する canの用法とはなんら矛腐をきたさないので、適格な丈となる。
凶Itcan be that our team will not win this time. 
さらに同様の説明は帥， (1功に対しでも有効である。
(14) *Bm can have left yesterday. 
(19) Bil can't have left yesterday. 
(ゆ， (19)はそれぞれ制，仰のような意味をもっと考えられる 0
(24) It can be that BiI left yesterday. 


































のThisillness can be fatal.という文はまさに canがもっこの中立性を具現化した例である。もし、話者




(4) The road can be blocked. 




































3.これに対し may 基づいた(factual)推量を表す(Leech1987: 82)。たとえば(3)のcanをmay
に霞き換えて Thisillness may be fatal.とすれば、この丈の意味は I(現在の患者の様態からして)こ
の痛気で死ぬかも知れないjという意味になり、これを開いた患者は心穏やかではいられなくなるかも
しれない。







うたりすることはできない(中右(1994)参照)。たとえば、 1think that..における 1thinkはモダリティー
の典型的な例であるが、これを否定して 1don't think that . . としても、notが否定しているものは think
ではなく、 that節以下の命題部分である。下の(1)において[ ]は命題をさす。
(1) 1 don't think [that he is honest]. 
= 1 think that he is not honest. 
また、話者本人が行なった命題に対する査定を自らが問うというようなことは一般には許されない。
下の(2)が意味的に不適切な文であるのはそのためである。















must L.一一一 (4) 命題の肯定住を確信
しかし、 mustの(3)の解釈が(5)になることはない。 (5)は本文の後で述べるように、「理論的推量Jを表









Leech， G.N. 1987. Meaning and tlze Englislz Verb. Longman. 
中右実. 1944. 問主主1意味論の原理1大修舘書感.
中野弘三. 1993. 英語助動詞の意味論1 英鵡社.




j祭服治美. 1995. Studies in English and Ja戸aneseAuxiliaries. Hituji Syoboo. 
Thol1son， A.J. and A.V. Martinet. 1986. A Practical English Grammar. Oxford. 
こと箆裕出. 1997. I認識用法のl11ustnotJ f英語青 V01. CXLIII. N 0.6， 349. 
安井稔. 1989. 文j去を洗う1 研究社.
